
 

 

ナシ黒星病菌の分生子が付着した指先とナシ果実の接触による伝染 

 

１ 情報・成果の内容 

（１）背景・目的 

ナシ黒星病の栽培作業を介した伝染は知られていないが、摘果時には果実との接触頻

度が高く、分生子が付着した指先と果実が触れることで本病が伝染する可能性がある。

そこで、栽培作業による伝染有無を検証するとともに、それを回避する手法を検討した。 

 

（２）情報・成果の要約 

１）摘果作業時に、指先がナシ黒星病菌の分生子が形成された果実と接触した場合、

それ以降に触れる健全果に本病が伝染する可能性がある。 

２）この伝染は、ナシ黒星病菌の分生子が付着した指先をウェットティッシュまた

は木綿性の布で拭き取ることで大幅に低減できる。 

 

２ 試験成果の概要  

（１）摘果期に幼果の病斑に指先で触れ、その指先を連続して健全な５果に接触させた

（接触区）。その他の処理区として、健全果との接触前に木綿性の布（Ｃ）又はウ

ェットティッシュ（Ｗ）で指先を拭き取る試験区を設けた（Ｃ拭取区、Ｗ拭取区）。

いずれの区も処理３日後に果実袋を被袋した。 

（２）処理６２日後に本病の発生量を調査した結果、接触区は多くの発病が認められた

が、Ｃ拭取区およびＷ拭取区は同程度に発病が少なかった（表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 利用上の留意点 

（１）供試品種は‘新甘泉’であり、殺菌剤による影響がない条件下の試験である。 

（２）試験は病原菌に好適な気象条件下で実施しており、実際の発生量は環境条件によ

って変化する可能性がある。 

 

４ 試験担当者 

                    環境研究室 研 究 員 山田 高之 
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① 
表1　ナシ黒星病の病斑に触れた指先が後に接触する健全果の発病へ及ぼす影響(2025年)

a)

1果目 2果目 3果目 4果目 5果目

発病果率(％) 100 100 100 80.0 80.0 92.0

病斑数/果（個） 5.3 4.8 6.0 2.0 1.0 3.8

発病果率(％) 0 0 0 20.0 0 4.0

病斑数/果（個） 0 0 0 0.2 0 0.0

発病果率(％) 0 25.0 0 0 0 5.0

病斑数/果（個） 0 0.3 0 0 0 0.1

発病果率(％) 0 0 0 0 0 0

病斑数/果（個） 0 0 0 0 0 0

5果での

区平均

Ⅱ　C 拭 取 区

Ⅰ　接 触 区

試　験　区

a) 
処理日： 5月16日(摘果期)、発病調査日：7月17日(接種62日後)、3～5果/反復、5反復の平均

Ⅳ　無 処 理 区

Ⅲ　W 拭 取 区

連続で触れた健全果におけるナシ黒星病の発生量


